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 2013年に本研究会が発足して以降，各地域においてすでに 600名以上の作業療法士

さん達が認知作業療法の研修会に参加されています。本研究会の中核技術である認知的

技法，行動的技法の臨床応用とパワーは無限大です。日記，ノート，写真，予定表，

ADL自己評価・・・そして “作業療法カウンセリング” が患者さんの心と行動を変化

させ，自身のより良い生活のために自助できる患者さんに生まれ変わります。修得が難

しいだけに一度身につけたら ”スーパー作業療法士” の誕生です。 

 認知作業療法の主な理念は以下の３つです（領域に関係はありません）。 

 ① 身体障害領域でも精神面を診る，精神障害領域でも身体面を診る。   

② 身体機能や ADL の改善などのボトムアップアプローチと，目標（活動）設定など

のトップダウンアプローチを並行して行う。 

 ③ 最終的には「自分で自分を管理できる self-help patient」になれるように支援する。

      

 そのために，対象者が自分の身体や状況をどのように捉えているか，認知しているの

かを会話の中で，“作業療法カウンセリング”の言語システムを用いて共有していきま

す。そして，対象者の「気づきと意欲」を引き出すために認知行動療法で用いられるよ

うな認知的技法や行動的技法など様々な方法を用いて双方向的な関わりを行います。 

    Facebook ページ：  https://www.facebook.com/jafcot/             

             〈認知作業療法研究会・関連書籍〉 

 今回，茨城県以北

の東北・北海道では

初めての開催となり

ます。 

 皆様方とワークシ

ョップでお会いでき

る事を楽しみにして

おります。 

 

認知作業療法研究会 

自助患者（ Self help patient） を作る作業療法士

障害をもった患者さんの 

⼼理を安定させながら 

⾏動変容を促し， 

⽣活環境と役割を維持・改善 

させる”作業療法⼠”とは 

⽣活（活動）と⼼理の専⾨職！


